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久保田放 ･三上車允 ･河口俊之 ･中村克樹 4)
異なった反応 (GOとNO-GO)を選択するとき
に働く脳領域をマッピングする目的で､GO/NO-
GOの選択課題,GO単独課題､由O-GO単独取越遂
行中のサルの脳血流量をPET計測し､前頭連合
野,運動前野､補足運動野が上記の行動選択に関
与することを示した｡
3)前頭葉障害患者の機能テス トパラダイムの開
発
三上車允 ･久保田放
前頭葉に障音のある患者で､様々な前頭菜機能
をテストするために各種パラダイムを開発し､陣
等部位と各種機能障害との関係を解析した｡
1)1996年1月15日付退職.1月16日付日本福祉大
学情報社会科学部転任,2)新技術事業団さきが
け研究21兼任､1996年3月lEl付北泊道大学女学部
転任｣3)研究補佐員､4)認知学習分野,5)
非常勤研究員 ′
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4)前頭連合野における注意披榊の研究
三上申允 ･小高 泰S)
視覚的注意の脳内横柄を的頑迎合野で調べ,注
意フィールドの広がりの多様性を明らかにした｡
5)前頭桑の技能モジュール
揮口俊之
麻酔したサルの前頭連合野,あるいはそのスラ
イス標本において､電気刺激によって起こる活動
の伝播を屯位感受性色素によってイメージング解
析し､サル前頭連合野に械能モジュール (コラム)
が存在することを明らかにした｡現在は,その動
作様式を解析している｡
6)前頭連合野の層状の情報処理様式
河口俊之
前頭連合野の情報処理と皮質屑との関係を調べ
る目的で､眼球運動によるワーキング･メモリ課
題と微小ガラス岡垣を組み合わせた突放を行い､
ワーキング･メモリの処理が屑ごとに異なって処
理されるという証拠を得た｡
7)前頭連合野のワーキング･メモリ過程におけ
るノルアドレナリンの役割
揮口俊之
前頭連合野のワーキング･メモリ過程にどのよ
うな情報伝達物質がいかなる役割をしているかを
明らかにする目的で､眼球運動による遅延反応訊
腿とイオントフォレシス法を組み合わせた突放を
行い､ノルアドレナリンのα2受容器がこの認知
過程を調節する役割をもつことを見つけた｡
8)前頭連合野の行動決断桟橋
揮口俊之 ･山根 到6)
対象の認知にもとづく行動の選択 ･決断に､前
頭連合野がいかに関与するかを調べる目的で､認
知 ･記憶過程と行動選択･実行過程を時間的に分
離した行動課題をサルに訓練し,前頭連合野から
ニューロン活動を記録し､解析している｡
9)作業記憶にもとづく眼球迎勤の発現に関する
前頭連合野の働き
長谷川良平6)
作文記憶にもとづくサッカード眼球運動の発現
に関与する脳内伯報処理過程を明らかにするため
に,行動況摺遂行中のサルの前頭連合野から神経
細胞活動を記録 ･解析した｡
10)祝党紀知行動における前頭限宿皮質の役割
松元蝕二6)･中村克樹4)･三上章允 ･久保田放
様々な写共を用いた視覚弁別課題をおこなって
いるサルの前頭限宿皮質から単一ニューロン活動
を記録し､刺激に対する注意や行動との関係を解
析した｡
B)側頭葉及び後頭葉の研究
1)画像の識別と記憶の脳内偵榊の研究
三上孝允
サルやヒトの顔などの神祖な画像の識別と記憶
の脳内過程を側頭迎合野で調べ,叩-ニューロン
が識別と記低に同時に関与することを示した｡
2)形態情報と運動隅和の統合過程に関与する局
所回路の研究
三上申允 ･田仲祐介6)
形態僻報と運動情報の統合に関与する神経回路
を校数ニューロンの同時雷己録によって解析し､情
報統合を示唆するデータを打た｡
3)運動祝における方向判断に関与する脳内機構
の研究
三上ホ允 ･長谷川良平
連動する物体の運動方向を祝先約に判断すると
きに働く脳内の横柄をPET計測によって調べ､
上側頭溝後部の活動部位を同定した｡
4)視覚系における異相I嗣Rの統合処理過程の研
究
田仲祐介6)･三上孝允
祝党系において.形態視と運動視の相互作用を
調べるために各成分での視覚性継時弁別課題遂行
中での側頭燕のニューロン活動の記録.解析をお
こなった｡側頭桑の上側頭溝領域が､この2つの
研和を統合する領域であることが示唆された｡.
6)大学院生､7)特別研究学生､8)公立大学
研修員､9)共同利用研究員
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C)遊動連合野の研究
1)視覚的目標へのリーチング運動制御の脳内機
梢の研究
三上車允 ･下堂囲恵7)･久保田競
異なる空間位置に提示された視覚的目標にリー
チング運動を行うとき､目標の位置に対する視覚
反応の選択性を､運動前野のニューロン活動によ
り解析し,視覚情報が運動情報へ変換する過程を
示した｡-
J
2)顎運動制御の脳内機構の研究
三上章允 ･吉野賢一8)･久保田競
顎運動の選択の課題で運動前野の働きを調べ顎
運動の準備と実行に関与するニューロン活動を記
録 ･解析した｡
3)遅延リーチング反応に及ぼす磁気刺激効果の
､ 研究
三上孝允 ･石口 明9)
遅延リーチング反応課題遂行時の様々な相で頭
蓋骨上から磁気刺激を行い運動前野の刺激により
反応時間の延長することを示した｡
4)対象認知による筋力発揮の準備過程における
運動前野の役割
福士珠美6)･揮口俊之 ･久保田競
視党刺激を認知して､準備期間の後､異なる筋
･力を出し分ける課題を遂行中の､サル運動前野か
らニューロン活動を記録し.･筋力発揮の準備過程
の神経梯川について検討した｡
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分子生理研究部門
器官調節分野
林 基治､日片文夫､大蔵 聡､清水慶子l)
研究概要
A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･
発達 ･加齢一
林 基治･大平耕司2)･清水慶子
1)脳由来神経栄養因子 (BDNF)に対する抗体
をウサギを用いて作製した｡本抗体を用いてマ
カクサルの中枢神経系におけるBDNF含有神経
細胞の形態を調べた｡その結果､泊馬の頬粒細
胞､cAlからCA3の錐体細胞､大脳皮質のⅢ､
Ⅴ屑の錐体細胞が陽性であった｡また細胞体以
外に樹状突起が陽性であり､本因子が樹状突起
から放出される可能性が考えられた.
2)ウェスタンブロット法を用いてマカクサル中
枢神経系におけるBDNFの分相特性を調べてい
る｡またBDNFに対する特兄的な酵素免疫測定
法の開発の準備をしている.
B)血管平滑筋細胞股のfI!気生理学的研究
日片文夫
パッチクランプ法による細胞膜の単一イオンチ
ャネル馬流の解析
C)生殖桟能の中枢調節披榊に関する研究
大蔵 聡
雌性動物の性腺機能の制御機榊について､ニホ
ンザルをモデル動物として用い､連続頻回採血法
により黄体形成ホルモン (LH)のパルス状分泌
を指標として解析した｡その結果.性周期の回帰
に伴いパルス状のLH分泌動態が変化することが
明らかとなった｡また､ストレスや体内ホルモン
環境などの種々の邦墳因子による性腺械能の賦活
あるいは抑制械序について検討をおこなった｡
D)悪長頬の生殖リズムの発現機序
清水慶子 ･林 基治
1)教務職員,2)大学院生
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